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ウ ィ リア ム ・力 ー ロ ス ・ウ イ リア ム ズ の

"TheWanderer"に っ い て

小 西 康 雄

,ウ ィ リア ム ・力 占 ロス ・.ウイ リア ム ズは,ご く初期 に は キ}ツ 風 の 伝統 的 な

詩 を書 い てい た が,イ マ ジ ズ ムの 影 響 を受 けて 詩風 が変 わ り,そ の 実 践 ど も言

え るTkeTemPeτs.(1913)や 自己の 周 囲の 事 物 を忠実 に描 こ うと す る'・Kora

inHell(1921)を 経 て,ア ～くリカ的 な 卑近 な事 実 を,強 烈 な集 中 力 を 用 い て

自由奔 放 な形式で即物的に描写 したSPringandAll(1923)に よ って,独 自

の 世界 を築 い た 。、そ して,後 に は,長 大 な作 品Pater'son(1946～1951)に 於

い て,現 代 の 社 会 や人 間の 状 況 を包 括 的に描い たので あ る。

本稿で は,ウ イ リア ムズの 詩 風 の 確 立 とい う点で 意味の ある初 期 の 作 品

"TheWanderer"に つ い て
,若 干 の 考察 を試 み るこ とに す る。 この作品 は,

1914年,エ ズ ラ ・パ ウ ン ドに よ ってTkeEgoist誌 に 発 表 され た もの で,7っ

の 部分 か ら成 る総 計309行 の長 詩 で あ り,ほ とん どが短 い 詩 の 初期 の 作品 の 中

では,特 異 な位置 を 占め てい る。一 言 で述べれば,こ の 詩 は;新 しい 詩的 世 界

を求 め る詩 人 ウ イ リアムズの宣 言に他 な らない。以下,順 を遂 って,こ の 詩 を

見 て い くこ とに す る。

全 体 が7つ の 部分 か ら成 り立 って い るこの長 詩の最初の部分には,ADVENT

とい う タ イ ト!レが付 け られ てい る。 冒頭 で,不 思 議 な一 羽 の 「カ ラ ス(crow)」

が呈 示 され る。 ・
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Eveninthetimewhenasyet

Ihadnocertainknowledgeofher

Shb"Spir。ng':f,。 辿 。nest,・ 。y。tlA'9。f。w,

WhosefirStflightrcirCledthe{orest.、.

冶

(1>

(ll.1～4)

主人公の 「私(1)!に は未 知 なのだ が,こ の カ ラスの 姿 を と った霊 的 な 存 在

は,詩 の 進行 とともに様 々に変 容 しなが ら,主 人 公 を新 しい 世界へ 導 ぴい てい

くこどにな る。1'/

この霊 的 な存 在 は,ウ イ リア ムズに大 きな影響 を与 えた父方の イギ リス人の

(2)

祖 母 が 原 型 と な って い て,Kerai2zHellか らPatersonに い た る ま で の ウ イ リ

ア ム ズの い くつ かの 作 品 に も'現われ,詩 の 主 人 公 を,・死 の 世 界 か ら 蘇 ち せ た

り・:ある意識の世界から別の意識の世界ぺ と移行させた りする重要な役割 を果

す もの と類似の存在で あ る。 もう一つ重要 なのは,こ の 詩 が`ギ リシ ャ神 話 の

(3)

デ メ テ ル の 話 を枠 組 に し て い る 点 で あ る 。、大 地 五 穀 の 女 神 デ メ テ ル は:冥 府 の,

王 ハ デ ス に 誘 拐 され た 愛 娘 ペ ル セ・フ ォ ネ を さ が し 求 め て,老 婆 の 姿 に 身 を や つ

し,放 浪 の 旅 を す る 。 こ の 詩 と こ の 神 話 との 関 係 に つ い て は,後 に 触 れ る こ と

に す る 。 「 ・ ・て' ..∴ ∵.'∴ ∵.∵'『 ・.

「私 」 は,こ の 「カ ラ ス 」 の 飛 ん で い る 姿 か ら ゴ あ る 一 つ の 思 い に 到 る 。

.Isawhereyesstrainingatthenew .distance;、 、,

'AndasthewoOdsfellfromherflying
、 、

Likewi5etheyfellfrommeasIfollowed・ t、
`.〈't:

SothatIstronglygue$sedallthatI'musζputfromime'" It'
でこ

Tocomethroughreadyforthehighcourses ..'(ll.8～12)

`「カ ラス」の眼 が懸命 に見 つめ ている 「新 しい彼方(th
enewdistance)」 は,

これ か ら 「私 」 が尊び かれ てい く親 しい 詩の世界で ある。'こ1の鳥 が高 く舞 うに

つ れて低 くな ってい く森は,自 分 が意 識の 上で 鳥 と同化 す ることに よって,'自
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分 に と って も低 くな って い く。 低 くな って い くこ の 森 は・ ,これ まで の 「私 」 の

詩 的 世 界 に 他 な らず,だ か ら こ そ,「 私 」 は,f高 い 道 に 進 も う とす る に は(To

comethroughreadyforthehighcourses)」 ・「自分 自身 か ら捨 て ね ば な ら な

い す べ て の もの に は づ き り と思 い あ た った(IstronglyguessedallthatImust

putfromme)」 の で あ る。 つ ま り・ ・「私 」 で あ る 詩人 は 》 「カ ラ ス」 で あ る霊

的 な 存 在 詩 神 と言 って も よい で あ ろ う一 こ の 出 現 に よ っ で,新 い .・詩 的 世

界 を 目指 す 決 意 を うな が され,そ れ まで の 自 己 の 詩 的 世 界 との 訣 別 を心 に 決 め

るの だ 。 ・ 、 一 ・ 一、.:.1パ

決意はしたものの,詩 人は,・いかに してその新 い}詩 的世界に到達すればよ

いのかが分 らない。詩神が投げかけた問題,

H・w・h・llIbeami…rt・thi・ 即d・ ・ni
,tY.～ .・.、.(L.18)

;ト"・ .、 ・

が常に頭の 中にある。 この 「い かに しズ 現代 を映す鏡になるべ きか」、とい う命

題 こそが,こ の 詩の 主題 とも言 え る もの で あ る。この問題に と りつかれてい る

間に も,鳥 が また現 れ る。

SuddenlyIsawher .!Andshewavedme

Fromthewhitewetinmidstofherplaying1

Shecriedme・"Haia!HereIam・son!
、

Seehowstrongmylittlefingerls!

CanInotswimwell?

Icanflytoo!"Andwiththatagreatsea・gull

Wenttotheleft,vanishingwithawildcry－ (II.21～27)

前 に は 「カ ラ ス」 の 姿 を と って い た 霊 的 な存 在 は,こ こで ぽ 「巨大 な ウ ミカ モ

メ(agreatsea・gull)」 に 変 身 して い て,・1日分 が 全 能 で あ る こ と を誇 示 す るc

ウ イ リア ム ズの 詩 に於 い て は,と くにSPringandAllあ た りで は っ き り し
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て ぐることなのだが,論 理 や推 論 が 拒否 され て 自由奔 放な連想の急転や飛 躍が

行われ,そ の断 絶 され た関 係 が一 種の 緊迫 した効果 を生み出す場合 がある。こ

め 詩の 中に も随所にそれが見 られ るが,こ σ〕・「カ ラス」 か らTウ ミカモ メ」ぺ

の変 身 も,何 の 説 明 もな く行 われ る。

1「 ウ ミカ モメ」 は 「荒 々 しい 叫 び声 とともに消 え去 り(vanishingwitha

Wildcfy)」 「私」'は取 り残 され て,こ のADVEivT1は 終 る二.L・

次 のCLARITYで,「 私 」 は,こ の霊 的 な 「ウ ミカモ メ」 か ら授 った 力 に

よっ℃ 幻想的な飛翔 を行 う。新Lい 詩 の世 界 を求 あて飛 翔 しな が ら,詩 人 は

こ う語 る 。

IknownowallmytimeisfOrespent!

Formeonefaceisalltheworld!

FoiCIhaveseenheratlast,thisday, (ll.6～8)

「自分の時がすべ て消滅 した(allmytimeisforespent)」 の を詩人 は悟 るの

だ が,こ れ は それ まで の 自己 の存 在の 無味意さの 自覚であ る。そ して,自 分 を

導い て くれ る もの の存 在 を知 った今,そ の 力 が 自分 に ど って 「世界 の す べ て

(alltheworld)」 に な る。

さ らに,こ の霊 的 な存 在 が,時 間や 空 聞 を超 越 して,現 実の 美 を明 ら'かに す

る もの として描 かれ,こ う続 く。'・'・ 一"`㌧

_f・rsUrely

Eitherthereintherollingsmokespheresbeloxtius

Orherewithusintheairintercirciing,

Certain1y.somewherehereaboutus.

Iknowsheis'revealingthesethings" (ll.12～16)
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「私 」 で あ る詩 人 は,「 身 の まわ りの どこ か近 く に(somewherehereabout

us)」 「彼 女 が それ 〔美 しい もの 〕 を見 せ て く れ る(sheisrevealingthese

things)」 の を 知 る。

ウ イ リア ム ズ は,初 期 の 伝 統 的 で ロマ ン主 義 的 な作 風 を捨 て て,次 第 に リア

リズ ムに 傾 い て い き,後 に は,現 実 の リア リス テ ィ ッ クな描 写 を極 限 まで 進 め

て い った 。 詩 の対 象 と な る もの は,日 常 の 身 近 に あ る もの で,お よ そ詩 的 で な

い,キ ャ ンデ ー,チ ュー イ ンガ ム,電 話 器,.・タ イ プ ラ イタ ー,眼 鏡,紙 切 れ,

に まで 及 ん で い る。 この 様 な 事 物 の 中 に,彼 は 詩 的 世 界 を見 出 した 。 した が っ

て,こ こで 述 べ られ て い る 「身 の ま わ りの ど こ か近 くに 」一と巳 う言 葉 に は,新

しい 詩 的 世 界 を求 め よ う とす る ウ イ リア ム ズの 強 い 意 識 が 現 れ て い る と言 え よ

う。'皇

この 新 しい 詩 的 世 界 を示 して くれ る詩 神 と して,詩 人 は,霊 的 な存 在 に つ い

て 次 の様 に 語 る。

'
j.・.StItisshe、

Themighty,recreatingthewholeworld,

Thisis'thefirstdayofwonders!
・(11
.18～20)

そ し て,

tcIwilltakemypeaceinherhenceforth!" (L34)

とい う,詩 神 と合一 しよ うとい う決意で,こ の部 分 は終 る。

三 番 目のBROADVVAYで は,汚 濁 に 満 ちた 現実 の 世 界 に,詩 人 は 直 面 さ

せ られ る。 詩 神 に うな が され て,彼 は 次 の 様 な 光 景 を 目に す る。

Therecamecrowdswalking-menasvisions
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Withexpressionlesslanimate・faces;

Einptymenwithshell-thinbodies

Jostlingcloseabovethegutter,

Hastling-nowhere!..1

、

(11.4b」8)

「 ドブ 板 の 上 を 押 し合 い へ し合 い し て い る(Jostlingclose"abOve'thegutter)」

現 実 の 醜 悪 な 入 間 を 見 た 後 で,詩 人 は 詩 神 を 目の 当 りに 見 る 。∴ ・ ・、,,・

ド:・1 ..・Aridthenforthefirsttime-

1"reaHyS'awher,feally'sce皿tedthesweat∵1

0fthepresenceand-一 －fellbacksickened!

∵Ominous
,oid,paint6d二 ・"・..

Withbrightlips,andlewdJew,seyes:.・"L

HermightstrapPedinbyacorset

Togiveherageyouth,_"(董1.8～14)

「は じめ て:(forthefirsttime)」 「本 当 に 見 た(Ireal1y'saw):」 彼 女 の 姿 は,

も う 「ウ ミカ モ メ」 で は な く,ギ リシ ャ神 話 の デ メ テ ルの 様 な 老 婆 で,し か

も,醜 悪 で あ る 。 先 の 現 実 の 人 聞 の 姿 と 同様 な こ の 醜 さ は,現 実 の 世 界 の 醜 悪

さの 具 現 で あ り,詩 人 に 現 実 を悟 らせ よ う とす る詩 神 の 意 図 と解 さ'れよ う。醜

悪 な 姿 の 詩 神 は,詩 人 に 次 の 様 に 問 い か け る6 ..1

"We皿
,dotheireyeSshine,dotheirclothesfit?

TheseliveIteUyou!Oldmenwithredcheeks,

Yo皿gmenmgaysults!Seethem!,

Do99ed,quiverin9,impassive--L・

WelLarethesetheonesyouenvied～"

'

(ll.19～23)
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生 き る と も な し,に生 きて い る現 実 の 人 間 の 姿 を見 せ られ て,詩 人 は,

_"Marvelousoldqueen,

Grantmepowertocatchsomethingofthisday's.

Airandsunintoyourservice!

Thatthesetoilersafterpeaceandafterpleasure

Mayturntoyou,worshippeTsatall、hours!"(!L24・ ・」28)

と懇 願 す る 。 「今 日の/大 気 と太 陽(thisday's/A三randsun)」 は,現 実 の す

べ て,あ るい は,現 実 を表 現 す るた め に 不 可 欠 な もの で あ らて,こ れ を把 握 し

て 詩 神 に捧 げ る こ との 出来 る力 を,詩 人 は 切 望 して い る。 これ は,、 丁安 ら ぎや

喜 び を求 め る人 た ち(thosetoileresafterpeaCeandafterpleasure)」 が 「あ

な た 〔詩 神 〕 の 方 を向 くよ うに(Mayturntoyou)」,.つ ま り,『世 の 人 々 に 真

の 詩 を与 え る力 を,詩 人 が 望 ん で い る こ と を意 味 す る もの で あ る。

しか し,詩 神 は,詩 人 の この 懇 願 を未 だ 聞 き入 れ て は くれ な い 。

これ に 続 くTHESTRIKEで,詩 人 は,詩 神 に 命 じられ て,パ タ ソ ンの 街

を彷 復 す る。 そ して,街 の 有 様 を詩 神 に こ う語 る。

"Hotfdrsavagery
,

Suckingtheair!Iwentintothecity,

Outagain,baMedontothemountain!

Backintothecity!.

Nowhere

TheSUbtle!EVeryWrher6亡he'eleCtric'!s'・ (11.11～16)

パタソンの街に新 しい詩的世界 を求めて行 ったのだが,詩 人 は それ を見 出せ な

い。詩 的な ものはどこに もな く,あ るの:は醜 悪 な もの だ けなの だ 。
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現実に うちひ しがれる人 々が,'続 い て描 かれ る。 この部 分 は,1913年 にパ タ

(4)
ソ ンで起 きた労働争議 を描いた もの とされてい る。詩人 には,こ の現 実 は,後

に は そ うな るの だが,今 は未 だ詩的 世界 とは受 け とれ ない。先のBRO4DVVAY

で 感 じた現実へ の志 向は,こ うして現実 を体験 した今,詩 人 に とって崩 れ かか

ってい く。

ttFacesallknotteduplikeburlsonoaks
,

Grasping,fox-snouted,thick-lipped,

Sagging 、breastsandprotruding'stomachs,

Raspingvo三ces,filthyhabitswiththehands.

Nowhereyou!Everywheretheelectric!` (皿.39～43)

醜悪な現実の人聞が うごめ く世界には,詩 神の存 在 が認 め られ ない 。 その現実

か ら逃れて,詩 神の 元 に戻 った時, ,'

tcIamatpeaceagain
,01dqueen,Ilistenclearernow." (1.48)

と,詩 人 は安 らぎを得 るので あ る。

これ まで,詩 神は,あ る距離 を置い て,詩 人 に対 して きた 。詩人 は,詩 神の

示 唆 に よ って動 き,自 らの見方 だ けによ って,現 実 を見 よ うと し,新 .しい 詩 的

世界 を求め よ うと して きた。 しか し,こ れ は あ くまで も観念 の次 元 に とどまっ

ていて,上 に述べ た よ うに,本 当に現 実 とい うもの に直 面 した時,詩 人 は,真

の新 しい 詩 的 世界 が見 出せな くなる。五番 目のABROADか らは,詩 神 は 直

接 詩人 に働 きか け,詩 人 に新 しい詩 的現実 を把 握 させることになる。

Never〆eveninadreqm,

耳aveIwingedsohighnorsowel1竃
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Aswithher,sheleadingmebythehand,"・

ThatfirstdayontheJerseymountains!r'(11,1,y-4)

詩 人 は,詩 神 に 手 を取 ら れ て,こ れ まで に な く高 く飛 翔 す る δ ニ ュL・ ジ ャー

ジ■ とい う場 所 が,新 しい 詩 的 世 界 の 具 体 的 な現 れ と な って くる。 そ の 自然 を

詩 人 に 見 させ て,詩 神 は,は じめ て 真 情 を吐 露 す る6

・Speaktor血enOfthese,concerning'me!

FOfnever.while・youpermitthemtoignore.me.,'

Intheseshallthefullofmyfreedvoice:

Come'grappling、 由eearwithintent!一.(11..11～14)

「詩 神 に 託 して,そ の 自然 を人kに 語 れ!(SPeaktomenofthese,concerning

me!)」 と い う言 葉 は,ニ ュ ー ・ジ ャ ー ジ ー の 自 然 の 中 に,さ ら・に 拡 大 し て 考

え れ ば ア メ リカ とい う土 地 の 中 に,詩 的 世 界 を 求 め るべ き だ と い う こ と に と れ

る 。 そ し て,こ れ を 無 視 し て は,真 の 詩 は あ り得 な い と い う,ウ イ リ ア ム ズ の

宣 言 に 他 な ら な い 。 以 下 数 行 に わ た って,同 じ様 に,取 る に 足 ら な い もの で さ

え そ れ を覆 い 隠 す か ぎ り は,詩 の 自 由 は な いrと い う 考 え が,述 べ ら れ る 。

詩 神 の こ の 言 葉 を 聞 い た 詩 人 は,こ う叫 ぶ6'..

"Waken!mypeople
,totheboughsgreen

Withripeningfruitwithinyou!.

Wakentothemyriadciliquefoil

Inthewavinggrassofyourminds! (tl..24～27)

これ も,ア メ リカの 自然,ア メ リカの 内に あ るもの に詩的 世界 を求 めようと

す るウ イリア ムズの決意である。 ∵.

詩神 は,'さ らに,次 の様 に告げ る。 、"
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...{`Lookthere!Seethem!r

Thereintheoatfieldwiththehorses,'

Seethemthere!bowedbytheirpassions

Crusheddown,thathadbeenraisedasafoofbeam!

Theweightoftheskyisuponthem

U皿derwhichallroofbeamscrumble.,㌧ ¶ (11.31～36)

ア メ リカの 自然 の 中 に 詩 的 世 界 を見 出す べ きだ とい うこれ まで の 言 葉 に 続 い

て,今 度 は,現 実 に 生 き る人 間,現 実 に うち ひ し が れ て い る人 間 を も無 視 して

は な らな い とい う言 葉 が 語 られ るの で あ る 。 一'＼ ・':・ …

詩 人 は,詩 神 に 伴 わ れ て,飛 翔 を続 け る6パiタ ソ ンの 街,沼 沢 地 に 立 つ・て い

る建 物,運 河,の ろの ろ進 む 列 車,こ うい った もの が,

Allso'old,sofamiliar-sonewnow.→t"rt∵

Tomymarvellingeyesaswepassed-^..・

Invisible."σ.(11.'50～52)

に な る。 今 まで 看 過 して きた パ タツ ンの 街 が,新 しい 存 在 と して 詩 人 の 眼 に 映

る 。詩 人 は,パ タ ソ ンや ニ ュー ・ジ ャー ジ ー や ア メ リrカの 自然 や 人 間 や 、文 明

を,詩 的 対 象 と して 再 発 見 す る の で あ る 。.

～ ご ・

続 くSOOTHSAYに 於 い て,詩 神 は こ う 語 る 。'.'.

....``Beholdyourselfold!''"

Sustainedinstrength,wieldingmightingriptsurges!(11.6～7)

``old"と い う 言 葉 は
,こ れ まで 詩 人 が 詩 神 と.と もk世 界 を 見 て 来 た 結 果 の

`t`experienced"と い う 意 味 で あ ろ う
。 詩 神 は,こ れ ま で 導 い て き た こ の 詩 人
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に,詩 人 自らの 力 を信 じさせ よ うとす る。そ して,こ の詩 人 にすべ て を託 そ う

とす るの である。'.:・

詩 神は,詩 人 の 力 が 自然 を も動 かす ものだ と語 り,つ い に は,

、
Youarethewindcomi皿gthatstillsbirds,

Shakestheleavesinboomingpolyphony-(11.18～19)

と,詩 人 を 自然 と 同 一 視 す る。 「パ タ ソ ン』 に 於 い て,パ タ ソ ンが,都 市 で あ

る と と もに人 間 で もあ り,川 や 芸 術 に もな る よ うに,』これ は,ウ ィ リア ム'ズの

詩 に あ る変 幻 自在 な変 容 の,一 つ の 現 れ で あ る 。

詩 神 は,終 り'にジ 次 の よ.う・に'述べ る 。'"∴':'『

一,'"・t.・r

"Goodismyov《lrlipandevil-
. .・

Myunder!iptoyouhenceforth:

ForIhavetakenyoursoulbetweenmytwohands.

Andthisshallbeasitisspoken." .、(ll.30～34)

詩人の魂は,今,詩 神 の 手に委 ね られ,詩 人は,善 悪 に かかわ らず真 実 をこれ

か らは語らなければな らないので ある。..,

そ し て い よ い よ 最 後 のST.JAMES'GROVEに な る 。・

Andsoitcametothatlastday

When,sheleadingbythehand,wewentout

Earlyinthemorning,Iheavyofheart

ForIknewthenovitiate、vasended

Theecstasywasover,thelifebegun.
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詩 人 の 「心 が 重 い'(heavyofheart)」d)ば,「 修 養 の 時 が 終 、り(thenovitate

wasended)」 「慌 惚 も過 ぎ去 り(Theecstacywasover)」 「人 生 が給 っ た(the

lifebegun)」 め が分oた か らで あ る。tこ れ まで の 安 逸 な 詩 の 世 界 か ら,厳 し

い 真 の 詩 の 世 界 に 入 る こ とが,そ れ が 現 実 とな った 今 は,重 く心 に の し か か る

の だ 。

・詩 神 は
,詩 人 を川 に 伴 う。'・"… ・

Shebent.forwardandkneltbytheriver,

ThePassaic,that創thyriver.一 、.';層t' .(11.t14パ ∨15)

「パ セ イ ッ ク 川,こ の 汚 れ た 川(ThePassic,thatfilthy'riv,er)」 』こ そ が,現 実

の 世 界 の 象 徴 で あ る 。 そ の 川 の 水 を す くい あ げ て,詩 神 は 二 人 の 額 を ぬ ら す 。

儀 式 一 一バ プ テ ィ ズ ム ー が 始 ま る 。 詩 神 は 川 に 向 っ て 言 う 。 ・ ・

"River
,weareold,yoUandI,一:1-t・.・ …/1

Weareddandbybadluck,beggars.:"、-

Lo,thefilthinourhair,ourbodiesstink!

01dfrieftd,hereIhav6broinghtyou・'''"

Theyongsoulyoulongaskedofme.'1(IL20N24)

これ は,汚 れ た 現 実 を詩 的 現 実 と し・て 再 生 させ る た め に,'詩 人 を川 に 捧 げ よ う

とす る,詩 神 の 意 志 の 表 明 で あ る。 汚 れ た パ セ イ ッ ク川 が 求 め て い た 詩 人 は,

パ セ イ ッ ク川 の,そ れ が 流 れ て い る パ タ ソ ンの,そ して,ア メ リカの 現 実 を,

描 くよ う求 め ら れ て い るの だ 。.'『"・ ・

詩 神 は,

"Enter
,youth,intothisbulk!

Enter,river,illtothisyo噸9man{,,
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と 叫 び,詩 人 と パ セ イ ッ ク 川 と の 神 秘 的 な 合 一 が 始 ま る 。 ・・

Thentheriverbegantoentermyheart,

Eddyingbackcoolandlimpidr・ 』.ttri・ ・t∴

Intothecrystalbeginningofitsdays ,'・(II.37～39)

川 は,詩 人 の 心 臓 に 流 れ 込 み,浄 化 さ れ る が,

、 .But'Withthereboundi目eapedforward:・i/'
.・.,.:lt

Muddy;' .旗 皇n'lblaCk.andshrunkenl・,'一:il-・,.、 ∵,',

f・TillIfelttheutterdepth.ofitsrottenness 、.、, .、 一,t,

The ,.vile.breadth.ofitsdegradation■ ・

And、 由opPedldρW'nknow .in9・.this.waSmeh6和.':、 ・.、,(11.40〔44>.

.':一 ・ 。.,∵.・.''"..`

と,再 び 汚 れ た 現 実 に 戻 る 。 詩 人 は,こ こ で,「 汚 濁 した 深 み(theutterdepth

ofitsTottenness)」 や.「 堕 落 し た'汚 わ ・し い 広 さ(The・vilebreadth.ofits

degradation)」 に 触 れ て,「 こ れ が 今.や 自分 で あ る(thisMsmenow)」 こ と

を 知 る 。 詩 人 は,醜 悪 な 現 実 の 世 界 と,自 己 と を 同 一 視 す る こ と に よ って,.自 分

自 身 の 真 の 詩 的 世 界 に 到 達 し た の で あ る 。 、

し か し,川 と の 合kは,苦 悩 で も あ る6

Ic6uldhaveshoutedoutinmyagony'・tt、t'、

AttheSightOfinySelfdeparting.-t';:.a・."

Forevet-' .'Nト' .、 ∵'z.tFt"・."-『 、'(ll;36e∨38)

そ れ は,「 永 遠 に/自 分 が 去 っ て 行.く'(myielfdePartin9/F但ever)」 か ら だ6

こ れ ま で の 自 己 の 世 界 と の 永 遠 の 訣 別 で あ る か ら だ 。 苦 悶 を 感 じ な が ら も,詩

人 は,川 と の 完 全 な 含 声 を 遂 げ る .。'・.-'『.".',・1"
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詩神は,川 に向って,詩 神の望む豊かな世界の到来を予言する6そ して:こ

の長い詩は,詩 神の次の言葉で終る。

Live,river,liveinluxuriance

R6memberingthisourson,

Inremembranceofmeandmysorrow

Andofthenewwandering!',. (ll.80～84戊

「生 きよ,川 よ,繁 栄 の 中に 生 きよ(Live,river,1iveinluxuriance)」 と・い

う,詩 人 と合一 した川の 繁栄 を願 う言葉は,同 時 に;詩 人 の詩 的世界 の 繁栄 を

祈 る言葉 で もある。 「この私たちの息子(thisourson)」 で あ る詩人 を新 しい

詩的 世 界 に残 し,詩 神 は,別 離 の悲 しみ を抱 きなが ら,新 た な放浪 め 旅 に 出

る。・汚 れ た パセイック川 と合一す ることによっで,'真 の 詩的 世界 に到 達 した詩

人 は,詩 神の 庇 護の元 を離れ て,新 しい 出発 をす るの で あ る。

ロノ

以上,・"TheWanderer"・ を,・筋 を追い なが ら考 察 した わ けだが,こ こで,・

前 述 した ギ リシャ神話 の デメ テルの話 とこの詩 との関係について,ご く簡 単 に

触 れ て お きたい 。老 婆 の姿に身 をやつ し,誘 拐 され た娘 ペ ル セフ ォネ をさが し

求めて放浪の旅 をする大地の女神 デメテルは,"TheWanderer"の 醜 い老婆

を とって さま よ う詩 神 と重ね合わせ るこ とが出来 る。、デメテルは;放 浪 の 途

中,エ レウシスの王 子 デ モフ ォンの乳母 とな り,王 子 を聖 な る火で清 め て神性

を与 え ようとす る。これは果せなか ったが,デ メテ ルは,彼 に鋤 の使 用法 と種

を蒔 く方 法 を教え,翼 の あ る龍 に ひかせ た二 輪車 に乗せて世界 を廻 ることにな

る。'これ も,詩 神 が,詩 人 をパ セ イッ ク川 の水の 中 に投 じ,詩 人 に詩作 の 力 を

与 え た こ とと,類 似 してい る。 さらに,ペ ル セ フ ォネの冥 府 か らの蘇 りは,詩

人 の パイ セッ ク川ど の合 一 か らの再出発 と同質であ ると言えよう。

"TheWanderer"は
,叙 述 的 な 物 語 の 形 式 を と どめ,',古 い 用 語 や 修 辞 法 を
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・残 し,ロ マ ン主 義 的で超 自然 的 な要 素の香 りもあるが,事 物の 即物 的 な 把 握

や,リ ア リス テ ィ ックな描 写,イ メー ジの 自由奔放 な飛 躍 や急転,と い った ウ

イ リア ムズ独 自の技 法 を,随 所 に示 してい る。 内容的 には,ビ ル ドゥング ス ・

。マ ン,燗 の 鋤 遮 の 詩,さ らには,宗 癬 ともとれ るが,や は り,こ れ

まで見 て きた様 に,そ れ まで の伝 統的 な詩の 世界 を捨てて,自 己の 身近 に あ る

現 実,自 己の立 づてい るパ タ ソンや ニ ュー ・ジ ャー ジーや アメ リカの現実の中

・に真の詩的世界 を見 出そうとす るウイリアムズの宣言であ る。これ ら の 意 味

で,"TheWanderer"は,ウ イ リアム ズの 転換 点 を示 す もの と言 え,来 るべ

き大 作Patersonの 萌 芽 とも考 え られ るので あ る。
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